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新型コロナウイルス感染症
対策事業等について

令和２年４月２７日
さ く ら 市　　　　　　　　　　　　　　　　　
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臨時議会補正予算の概要（１）
〇令和２年度さくら市一般会計補正予算（第１号）

　・新型コロナウイルス対策関連予算：補正額　５７，８６６千円

〇事業内容

　【店舗・事業者向け】

　　ア、新型コロナウイルス感染症対策特別資金（融資）　融資枠：６億円

　　　・保証料補助　２０，０００千円

　　　・利子補給金　　７，２００千円（×５年）

　　イ、新型コロナウイルス感染防止対策交付金

　　　・交付金　　　　１９，０００千円（＋手数料等８５４千円）

　　　　　消毒液やマスク等入費等　３万円×６５０店舗・事業所

　　ウ、新型コロナウイルス感染拡大抑止対策交付金

　　　・交付金　　　　　１，０００千円

　　　　感染が確認での消毒に要する経費　１０万円×１０か所 ２



臨時議会補正予算の概要（２）
　【生活困窮者世帯向け】

　　ア、児童扶養手当臨時給付金

　　　・給付金　　　６，４００千円

　　　　　受給者３２０名×２万円

　【市対策】

　　ア、新型コロナ対策での必要品購入

　　　・消耗品費　　３，４１２千円

　　　　サージカルマスク　　　１０万枚

　　　　速乾性手指消毒剤　　４００本

　　　　非接触型体温計　　　　 １０本

＊主な事業の内容は、次ページ以降で詳細説明
３



新型コロナウイルス対策事業（１）　事業所・事業主向け

◎市制度融資（事業継続支援）
　〇「新型コロナウイルス感染症対策特別資金」（市単独：受付中）

　　・融資枠：６億円

　　・限度額：１千万円

　　・利息：５年間無利子　（県制度融資は３年間）

　　・補正予算：保証料２千万円、利子補給７２０万円／年

　〇申請状況　（４月２４日時点）

　　・申請者数：７３件　　　　　　　　（4/14時点：４１件）
　　・融  資  額： ５億４，０５０万円　（4/14時点： ３億３，０５０万円）

　＊融資枠６億円を超過する場合は、他の融資制度の枠振り向けを検討
４



新型コロナウイルス対策事業（２）　事業所・事業主向け

◎感染防止対策交付金（事業継続支援）　

             一律３万円　商工会員には５月に交付。会員以外は申請を受け順次交付
　  内容：消毒薬、マスク、手袋等、感染防止に資する資材購入等の支援
　　対象：小売業、宿泊・飲食業、生活関連サービス業の事業所・飲食店等

　　想定事業費：３万円×６５０事業所

                                               ＝１,９５０万円（＋事務経費=19,854）

◎感染拡大抑止対策交付金（事業継続支援）　一律１０万円

　　内容：従業員等の感染が確認された、あるいは、感染確認者が立寄った商店や飲食店が 消毒を実施
　　　　　　するに際して要した費用への支援

　　対象：健康福祉センターにより、上記の感染や立ち寄りが確認された小売業、宿泊・飲食業の事業所、

　　　　　　　飲食店等

　　想定事業費：１０万円×１０か所＝１００万円　　　　　　　　　　　　　　 ５



新型コロナウイルス対策事業（３）　生活困窮世帯向け

〇児童扶養手当受給世帯向け臨時給付金（生活支援）

　　　一律２万円　　５月下旬交付に向け調整中
　　内容：ひとり親等で収入基盤が脆弱な世帯の支援

　　対象：児童扶養手当受給者

　　想定事業費：２万円×３２０世帯＝６４０万円

　　

＊児童手当：０～中学卒業までの児童を養育している人に支給

　　　　　１人当たり１万円～１万５千円

＊児童扶養手当：父母が離婚した、父または母が死亡した、父または母が一定の障害が

　　あるなどの18歳までの児童を養育している人に支給
　　　　　１人当たり5,070～4,2910円　

６



制度の利用状況　（４月２４日時点）

〇緊急小口資金（休業者向け：社協窓口）　限度額２０万円

　＊申請者数：２１件、　相談者３１名　      （4/14時点： ５名、相談者：８名）
　＊融  資  額： ３２０万円（20万円×11、10万円×10）  （4/14時点： ８０万円）
〇総合支援資金（失業者向け：社協窓口）　限度額２０万円、３か月以内

　＊相談者数：１名　 （4/14時点： １名）
　＊申請者数：０

〇上下水道料金の支払い猶予

　・２件申請あり

〇市営住宅家賃（使用料）の減免

　・１件申請あり
７



今後の対策の検討　　　状況に応じた対策を随時検討
◎飲食店支援

　・商工会と連携したテイクアウト支援の取組み

◎特別定額給付金（１０万円）の市内消費還元

　・テイクアウト、ゴルフ場のスループレー等、市内での消費還元の取組み

◎事業所等支援での事業展開

　・商工会員向けアンケート実施中（４月末回答期限）

　・上記アンケート集計し、特に厳しい業種の絞り込み、必要な支援内容を検討。

　・国、県の対策（事業）の詳細が未だ提示されていないため、その内容を確認。

　・国、県での対応がなされていない、あるいは不十分な部分について、市独

　　自の支援を検討（追加対策の実施）

＊今後の状況に応じた追加支援策を検討
８



新型コロナウイルス対策による休校対応状況　（R2.4.20）

◎小学校での児童預かり（申込み）状況　　　

９

小学校 在校生数 4/14預かり
児童数

4/14預かり
比率

4/20預かり
児童数

4/20預かり
比率

氏家小 ７７０名 １２９名 １６．８％ ６１名 ７．９％

押上小 １３７名 ２４名 １７．５％ １３名 ９．５％

熟田小 １５２名 ２８名 １８．４％ １６名 １０．５％

上松山小 ４９６名 ６６名 １３．３％ ５９名 １１。９％

南　小 ５５５名 １６３名 ２９．４％ ９１名 １６．４％

喜連川小 ４２１名 ５９名 １４．０％ ３６名 ８．６％

計 ２，５３１名 ４６９名 １８．５％ ２７６名 １０．９％

◎学童保育利用状況

　３月休校時　

　　利用者約253名／平時613名（利用比率41.3％）

　４月13日時　
　　利用者約280名／　平時714名（利用比率39.3％）

　４月21日時　

　　利用者約231名／平時714名（利用比率32.4％）　　

市立小中学校
【休校期間】　5月6日（水）まで　　　【小学校児童受入れ時間】　13時まで　
　休校に対応できない小学校児童について、学校で１５時まで預かり対応していたが、全都道府県への非常事態宣言の
発令に加え、接触機会の低減を図るため、感染拡大防止による教職員の勤務調整等を受け、全学年13時までとした。

学童保育 【対応時間】　平日は13時から（土曜日は通常どおり）当面の間対応します。

市立保育園 感染予防のため登園自粛を保護者に依頼を行った。



休校中の学習支援（１）
【休校措置での対応】

　・家庭で見られない児童（１～６年生）を、学校で１３時まで預かり実施中

【休校継続の判断】

　・国の動向、県としての学校休校・再開の統一的取り組みを踏まえ判断

【児童生徒への学習支援】

○児童生徒への課題配布

　・４月27日、28日の2日間、各小中学校で課題の受け渡しを実施。
　・学習課題の授受や短時間面談等、各学校の実情に応じた手法で実施

○学校長メッセージ・担任動画の配信

　・４月28日～30日、各学校長メッセージ（小・中学校）
　・各クラス担任の動画での児童への声掛けをYouTubeで配信。（主に小学校）
〇電話相談窓口の開設：℡０２８－６１２－２６５１

　・4月30日～5月29日(GW休止）平日9～15時。休校に伴い、児童生徒・保護者対象。 １０



休校中の学習支援（２）
○学習支援動画配信

　①４月28日から指導主事が学習支援として作成した動画をYouTubeに配信。
　②内容は、小学校国語、算数、中学校数学、英語。

　③内容は、４月に実施予定であった授業指導を想定したもの。

　④配布された教科書に沿ってパワーポイントで内容解説。

　⑤ＡＬＴ等で、英会話を楽しむ動画をYouTubeで配信。

○ 「eライブラリ」 導入
　・５月中旬以降、PCやスマフォからアクセス可能な家庭学習支援システムを全学校に導入。
　・各学校の使用教科書に沿った課題に取り組む。

　・担任が自分のPCから各児童生徒の学習状況も把握可能。
　・現在、押小、喜中に導入済、単元ごとのドリルや学習のまとめに利用。休業休暇中も活用

１１



マスク不足への対応

◎市備蓄マスクの配布

　

　・医療機関　　　　　１０，０００枚

　・高齢者施設　　　  １４，８００枚
　・学童、保育園等　１８，３８３枚

　・小中学校　　　　　　８，１００枚

　・その他                       ９，０７４枚　（福祉施設・妊婦・呼吸器疾患者・市窓口職員等）
◎手作りマスクの取組み

　 ・市ＨＰ等で手作りマスク販売情報等を提供（今後、手作りグループと連携を検討）
　・受贈　２，７００枚（ＪＡ女性会：２，６００枚：小学校、縫製会社：１００枚）

　
１２

R2.2.5時点備蓄数 配布枚数 現在備蓄数

　大人用　　　８９，５８３ 　　５３，０５７ ３６，５２６

　子ども用　　１２，６００ ７，３００ ５，３００

　　　　計　　１０２，１８３ ６０，３５７ ４１，８２６



市役所としての対策

　市役所も感染拡大防止のため、在宅勤務、交代勤務、サテライト

勤務を実施。一部サービスの休止。

〇窓口延長休止　　　 当面５月６日まで
〇市内施設の休館　　当面５月６日まで（ミュージアム等は５月１５日まで）

〇サテライトオフィス・在宅勤務　
　・４月２０日より運用開始、当面５月６日までの期間

　　（会計課、喜連川市民生活室、保育所、労務職を除く）

　・２４課局のうち、サテライト勤務が１１、在宅が１０、混合３

　・執務スペースの密度　５６．４％　　

　　　　　　　　　　　 １３



〇感染拡大防止の対応

　・サーマルカメラ（非接触体温測定器）設置

　　　　　ドーム型３台　　市役所玄関、第２庁舎玄関

　　　　　　　　　　　　　　　喜連川支所玄関

　　　　　

　　　　　ハンディ型４台　市立３保育園、卯の里庁舎

　

　＊発熱での来訪者（園児）把握での感染防止対策

　＊将来的に、各種イベント開催時の入場者確認でも使用

１４



特別定額給付金（１０万円）制度の概要

〇支給対象：　４４，０１８名　（仮：４月１日時点）

　令和２年４月２７日（基準日）に住民基本台帳登載者（外国人含む）

〇受給権者：　世帯主　（１７，４９２世帯）

〇申請方法

　(1)郵送申請方式
　　郵送された申請書に振込口座を記載し、振込先口座の通帳のコピーと本人の

　　免許書等のコピーとともに市に郵送・・・５月中旬の発送を予定

　(2)オンライン申請方式（マイナンバーカード所持者が利用可能：交付数2,400枚）
　　マイナポータルから振込先口座を入力、振込先口座の確認書類をアップロード

　　電子申請（電子署名で本人確認書類は不要）・・・５月１１日からの受付を予定

〇申請期限

　　受付開始から３か月以内　（５月中旬～８月中旬）　　　　　　　　　　 １５



特別定額給付金の今後の進め方
〇補正予算の議決：臨時議会

　　早期の予算成立が必要・・・５月８日の臨時議会を想定

〇予算想定　（全額国費）

　・歳入：国庫支出金　　約 ４４億４３百万円
　・歳出：給付金　　　　　約 ４４億円１０百万円　
　　　　　 事務費　　　　　           約 ３３百万円
〇対象者抽出と申請書等作成

　・申請書に世帯員の情報を記載した申請書を送付

　・そのため、住民基本台帳から申請書を作成、宛名表示等が必要

　・上記作業をＴＫＣへ委託・・・どの程度の期間を要するかで、日程が確定

　・５月下旬から、順次給付開始の予定

〇事務作業

　・各課からの協力、臨時職員で対応。当初は市民活動支援センターを想定　　　　
１６



児童手当増額（１万円）の概要

〇支給対象：　６，２００名

　・児童手当受給世帯（０歳～中学生）

　・ただし、所得制限での５千円受給世帯（高所得世帯）は対象外

〇支給時期・回数

　・６月末別途支給。１回のみ　（本来支給は６月、１０月、２月）

〇具体的支給額　（総額６，２００万円）

　

１７

区　分 従　来 今　回

３歳未満 15,000円×４月＝６万円 ６万円＋１万円＝７万円

３歳以上 10,000円×４月＝４万円 ４万円＋１万円＝５万円

３歳以上で第３子以降 15,000円×４月＝６万円 ６万円＋１万円＝７万円

中学生 10,000円×４月＝４万円 ４万円＋１万円＝５万円



＊添付資料

・市内飲食店テイクアウト支援関係資料

・サーマルカメラ（非接触体温測定器）設置状況写真　　　　

１８


